










































北山小学校森林教室

１ 場 所 和歌山県東牟婁郡北山村 北山村有林

２ 日 時 平成 19 年 11 月 26 日 13 時～ 16 時

３ 対象者 北山小学校全校生徒 17 名 先生 3 名 計 20 名

４ 依頼内容 生徒に間伐体験をさせてほしい。

５ 実施者 和歌山森林管理署 5 名 北山村森林組合 2 名

６ 実施内容

（１）アイスブレイク・・・後出しジャンケン

なんとかアース(ロープにみんなはいるやつ)

この中で、みんなにロープに入ってもらった後、ギュウギュウで苦しい状態

を体験後何人かに外に出てもらい、隙間が空いて楽になった体験し、これが

間伐することだと説明した。

（２）間伐体験

3 班に分かれる（問題点・・・1 年生から 6 年生まで混合の班編制）

全員で

まず、全員で山には入り、集合した地点で、どの木を切ったらいいのか

をみんなで話し合う。

○間伐は周りの木を助けるために行う。

○上を見て樹幹が込んでいることを確認

○選んだ木を切ることにより、どの木が助かるのかを話し合う。

○木を倒すために木の重心がどちらを向いているか、どちらに倒すのかを

話し合う。

○切る木に手を添えて「切らせてもらいます」と挨拶

○職員による伐倒作業のデモンストレーション

○受け口の説明(伐倒方向のコントロール)

○追い口の説明（みんな目をつぶってノコギリの引く速度や音を覚える）

○かかり木になった場合のロープによる引き落とし作業

○上を見て隙間が出来たことを全員で確認

○切った木を横にして、みんなでノコギリをひく練習（音やスピードに気

をつけて）



3 班（各班 6 人ずつ程度）に分かれて

○各班お互いに近寄りすぎないように分散する。

○間伐する場所に行きみんなでどの木を切るか話し合う。

○切る木が決まったらこの木を切ることによりどの木が助かるのかや、上

を見て樹冠がつまっている状態を確認する。

○どの方向に倒せばいいのかをみんなで話し合う。

○全員で木に手を添えて木に「切らせてもらいます」と挨拶

○受け口、追い口をかわりばんこにノコギリで切っていく。

○切るときはノコギリの音と真っ直ぐに切ることに注意

○切り倒してかかり木になったら、みんなでロープを使って引き落とす。

○ 1m の長さに玉切る。2 本程度（後でナメコの植菌を行う）

○ 1 年生 2 年生はこのときに参加

○伐採は各班 2 本程度

○切った後必ず上を見て、切る前と切ったとの樹冠の状態を確認させる

○玉切った木をもって山を下りる。

（３）ナメコの植菌

○間伐体験で伐採した間伐木のヒノキに電動ドリルで穴を開けナメコの駒菌

を植菌した。

○ヒノキへのナメコの植菌については和歌山県林業試験場において確立され

た技術で、和歌山森林管理署においても 2 年前から試験しており、今年度

は、桜原木に負けないくらいの収穫が出来た。また、ナメコは水分が多い

ところを好むため、切ってすぐのヒノキは理想である。ヒノキの殺菌効果

もあり雑菌も入りにくい。

○植菌するために、みんなで穴を開け駒菌を打ち込む作業をすることにより、

間伐体験で切った木も無駄にならず、2 年後に生えるナメコも楽しみであ

る。

写真は下記の通り

はじめの挨拶 後出しジャンケン



アイスブレイク 間伐説明

間伐体験 間伐木の玉切り

ホダ木用の玉切り ホダ木運び

ホダ木の穴あけ ナメコの植菌










